
 43 （43）

吉
田
家
文
書
　
嘉
永
元
年
日
記
に
つ
い
て木

山　

貴
満

日
記
の
概
要
に
つ
い
て

　

本
資
料
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
江
戸
へ
の

参
府
に
際
し
て
肥
後
藩
士
・
吉
田
鳩
太
郎
が
記
し
た
日
記
で
あ
る
。

※
当
館
所
蔵
吉
田
家
文
書
の
概
要
及
び
吉
田
鳩
太
郎
の
略
歴
に
つ
い

て
は
、
館
報
２
２
・
館
報
２
６
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
適
宜
ご
参

照
い
た
だ
き
た
い
ⅰ
。

　

鳩
太
郎
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
生
ま
れ
、
弘
化
三
年
（
一
八
四

六
）
に
御
合
力
米
二
〇
石
五
人
扶
持
で
組
付
御
中
小
姓
へ
と
召
し
出
さ
れ
た
。

翌
弘
化
四
年
に
は
「
二
丸
御
広
敷
御
番
」
へ
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
嘉
永
元
年
当

時
は
世
子
訓
三
郎
（
の
ち
の
藩
主
慶
順
）
の
側
近
く
に
仕
え
て
い
た
。

　

訓
三
郎
は
当
時
の
藩
主
斉
護
の
二
男
で
、
家
督
継
承
権
は
当
然
な
が
ら
長
兄

の
慶
前
が
優
先
し
て
い
た
。
し
か
し
、
図
ら
ず
も
嘉
永
元
年
四
月
一
四
日
、
慶

前
は
二
十
三
歳
の
若
さ
で
江
戸
に
て
没
し
て
し
ま
う
ⅱ
。
訓
三
郎
は
同
年
七
月

一
九
日
に
熊
本
を
発
し
て
江
戸
へ
向
か
う
が
、
こ
れ
は
こ
の
事
態
急
変
を
う
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
訓
三
郎
は
前
年
に
江
戸
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ

り
、
折
り
返
し
の
慌
し
い
参
府
と
な
っ
た
ⅲ
。
そ
し
て
鳩
太
郎
も
こ
の
参
府
に

訓
三
郎
「
御
供
」
の
一
員
と
し
て
随
行
し
、
当
該
日
記
を
作
成
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
当
時
、
訓
三
郎
は
十
三
歳
の
若
さ
で
あ
り
、
鳩
太
郎
は

三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

　

日
記
は
縦
２
５
セ
ン
チ
、
横
１
７
セ
ン
チ
の
竪
帳
仕
立
て
で
、
一
日
ご
と
に

訓
三
郎
及
び
御
供
一
行
の
行
程
、
出
来
事
な
ど
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
鳩
太
郎
は
嘉
永
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
日
記
を
残
し
て
い
る
が
、
後

年
の
日
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
自
身
の
行
動
や
感
想
の
記
述
な
ど
が
当
該
日
記

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
公
務
と
し
て
鳩
太
郎
が
日
記
を
作
成
し

た
の
は
当
該
事
例
が
初
発
で
あ
り
、
記
述
形
式
も
後
年
の
日
記
の
よ
う
に
熟
練

し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
淡
々
と
参
府
行
程
の
進
行
を
記
録
し
て
お

り
、
ま
さ
し
く
公
務
用
の
備
忘
録
的
な
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
も
の
だ

ろ
う
。
な
お
、
帳
面
と
い
う
資
料
性
格
上
、
丁
端
の
綴
じ
紐
部
分
は
残
念
な
が

ら
所
々
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
前
後
の
文
脈
か
ら
概
ね
内
容
が

推
察
で
き
る
た
め
、
綴
じ
紐
を
外
し
て
の
写
真
撮
影
・
翻
刻
は
今
回
実
施
し
な

か
っ
た
。

　

お
お
よ
そ
、
日
記
は
一
日
ご
と
に
天
気
、
前
日
か
ら
の
宿
所
、
当
日
の
宿

所
、
日
付
、
御
供
の
名
附
、
本
文
（
訓
三
郎
一
行
の
旅
程
）
と
い
う
順
で
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
御
供
は
鳩
太
郎
の
ほ
か
に
同
役
（
二
丸
御
広
敷
御

番
）
の
神
山
喜
一
郎
（
御
道
中
目
附
役
が
忙
し
い
場
合
、
目
附
役
も
担
当
）、

同
・
小
林
半
太
夫
、
御
祐
筆
御
雇
の
藤
木
伝
之
助
が
随
行
し
た
ⅳ
。
当
初
は
村

本
郡
助
も
御
供
に
参
加
し
て
い
た
が
、
病
気
に
よ
り
瀬
高
（
現
福
岡
県
み
や
ま

市
瀬
高
町
）
か
ら
早
々
に
熊
本
へ
引
き
返
し
て
い
る
。

　

ま
た
、御
供
の
名
附
右
肩
に
は
「
明
（
も
し
く
は
「
朝
」）「
昼
」「
夕
」
と
記

さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
日
記
の
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
「
凡
例
」
に
よ
る

と
、御
附
役
・
御
目
附
・
御
広
敷
御
番
の
三
役
総
勢
八
名
で
「
御
不
寝
者
」（
寝

ず
の
番
）
を
半
夜
交
代
、
一
人
ず
つ
勤
め
た
よ
う
で
、「
明
」「
昼
」「
夕
」
の
注

記
は
こ
の
御
供
役
の
輪
番
に
関
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
「
凡
例
」
部
分
に
は
当
該
日
記
の
記
述
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
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方
針
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

①　

朝
の
御
供
揃
は
定
例
朝
六
時
（
午
前
六
時
頃
）
と
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、

日
記
に
は
「
例
刻
」
と
ば
か
り
記
し
た
（
た
だ
し
、
時
刻
が
前
後
す
る
場

合
は
そ
れ
ぞ
れ
注
記
）。

②　

道
中
の
休
憩
は
い
ち
い
ち
書
き
留
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
江

戸
に
到
着
後
、
御
道
中
御
行
頭
の
曽
林
健
左
衛
門
が
記
し
て
い
た
も
の
を

そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
。

③　

道
中
御
供
は
少
人
数
で
あ
っ
た
た
め
忙
し
く
、
日
記
の
控
え
漏
れ
も
あ
っ

た
。
江
戸
到
着
後
、
手
控
を
参
考
に
調
べ
直
し
た
た
め
、
記
述
に
齟
齬
や

漏
れ
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
間
違
い
に
つ
い
て
は
校
正
を
期
す
。

④　

（
既
述
）
三
役
八
人
に
て
「
御
不
寝
者
」
を
半
夜
交
代
、
一
人
ず
つ
勤

務
。

こ
の
う
ち
、
②
・
③
項
目
を
見
る
限
り
、
当
該
日
記
は
訓
三
郎
一
行
の
江
戸
到

着
後
、
鳩
太
郎
の
上
役
へ
記
録
と
し
て
提
出
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

訓
三
郎
一
行
の
行
程
に
つ
い
て

　

当
該
日
記
か
ら
読
み
取
れ
る
、
訓
三
郎
以
下
御
供
一
行
の
行
程
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

七
月
十
九
日
、
朝
五
ツ
半
（
午
前
九
時
頃
）
に
御
供
揃
の
う
え
、
一
行
は
熊

本
城
二
の
丸
を
出
発
し
た
。
九
ツ
（
午
後
十
二
時
頃
）
に
御
馬
下
ⅴ
（
現
熊
本

市
北
区
四
方
寄
町
）
へ
到
着
し
た
も
の
の
、
昼
食
の
弁
当
が
誤
っ
て
植
木
で
準

備
さ
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
る
。
す
ぐ
に
御
供
役
の
小
林
半
太

夫
が
馬
上
早
打
で
植
木
ま
で
弁
当
を
回
収
に
向
か
い
、
御
馬
下
へ
と
戻
っ
て
事

な
き
を
得
た
。
結
局
八
ツ
時
過
ぎ
（
午
後
二
時
過
ぎ
）
に
同
所
を
出
発
し
、
こ

の
日
は
七
ツ
時
過
ぎ
（
午
後
四
時
過
ぎ
）
に
宿
泊
所
の
植
木
御
茶
屋
ⅵ
へ
と
到

着
し
た
。
こ
の
日
か
ら
約
二
ヶ
月
に
及
ぶ
旅
が
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
以
下
、
行

程
を
列
記
す
る
。
な
お
、
後
掲
す
る
行
程
略
図
も
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

※
（　

）
内
は
現
行
地
名

　
　
　

七
月

▽
廿
日　
　

昼
休
は
山
鹿
御
茶
屋
、
南
関
泊

▽
廿
一
日　

昼
休
は
瀬
高
、
府
中
ⅶ
（
福
岡
県
久
留
米
市
御
井
町
）
泊

▽
廿
二
日　

昼
休
は
松
崎
（
福
岡
県
小
郡
市
松
崎
）、
内
野
（
福
岡
県
飯
塚
市

内
野
）
泊

▽
廿
三
日　

昼
休
は
飯
塚
（
福
岡
県
飯
塚
市
）、
木
屋
瀬
（
福
岡
県
北
九
州
市

八
幡
西
区
）
泊

▽
廿
四
日　

昼
休
は
黒
崎
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
黒
崎
）、
小
倉
（
北
九
州
市

小
倉
）
泊

▽
廿
五
日　

昼
休
は
大
里
（
北
九
州
市
門
司
区
大
里
）、
乗
船
に
て
関
門
海
峡

を
通
過
し
、
下
関
（
山
口
県
下
関
市
）

▽
廿
六
日　

昼
休
は
小
月
（
下
関
市
小
月
）、
舟
木
（
山
口
県
宇
部
市
船
木
）

泊

▽
廿
七
日　

昼
休
は
下
山
中
村
（
宇
部
市
山
中
下
山
中
）、
小
郡
（
山
口
県
山

口
市
小
郡
）
泊

▽
廿
八
日　

佐
波
川
に
て
支
障
あ
り
、
小
郡
滞
留
。
昼
頃
出
発
し
、
宮
市
（
山

口
県
防
府
市
宮
市
）
泊
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▽
廿
九
日　

昼
休
は
富
海
（
防
府
市
富
海
）、
花
岡
（
山
口
県
下
松
市
花
岡
）

泊

▽
晦
日　
　

昼
休
は
玖
珂
本
郷
（
山
口
県
岩
国
市
本
郷
）、
岩
国
の
錦
帯
橋
を

通
行
し
、
関
戸
（
岩
国
市
関
戸
）
泊

　
　
　

八
月

▽
朔
日　
　

昼
休
は
玖
皮
（
広
島
県
大
竹
市
玖
波
町
）、
二
十
日
市
（
広
島
県

廿
日
市
市
）
泊

▽
二
日　
　

昼
休
は
草
津
（
広
島
県
広
島
市
西
区
草
津
）、
広
島
城
下
を
通
行

し
、
海
田
（
広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
）
泊

▽
三
日　
　

昼
休
は
貫
田
村
（
広
島
市
安
芸
安
芸
区
上
瀬
野
）、
西
條
四
日
市

（
東
広
島
市
西
条
本
町
）
泊

▽
四
日　
　

昼
休
は
滔
市
（
白
市
ヵ
。
東
広
島
市
高
屋
町
白
市
）、
奴
田
本
郷

（
広
島
県
三
原
市
本
郷
）
泊

▽
五
日　
　

昼
休
は
三
原
（
三
原
市
）、
尾
道
（
広
島
県
尾
道
市
）
泊

▽
六
日　
　

昼
休
は
今
津
（
広
島
県
福
山
市
今
津
）、
神
辺
（
福
山
市
神
辺
）

泊

▽
七
日　
　

昼
休
は
七
日
市
（
岡
山
県
井
原
市
七
日
市
）、
矢
懸
（
岡
山
県
小

田
郡
矢
掛
町
）
泊

▽
八
日　
　

昼
休
は
河
部
（
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
川
辺
）、
板
倉
（
岡
山
市

北
区
吉
備
津
）
泊

▽
九
日　
　

岡
山
城
下
通
行
後
、
昼
休
は
藤
井
（
岡
山
市
東
区
藤
井
）、
片
上

（
岡
山
県
備
前
市
片
上
）
泊

▽
十
日　
　

昼
休
は
三
石
（
備
前
市
三
石
）、
有
年
（
兵
庫
県
赤
穂
市
有
年
）

泊

▽
十
一
日　

昼
休
は
鵤
（
兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町
鵤
）、
姫
路
（
兵
庫
県
姫
路

市
）
泊

▽
十
二
日　

昼
休
は
加
古
川
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）、
大
蔵
谷
宿
泊
の
予
定
が

大
久
保
（
兵
庫
県
明
石
市
大
久
保
町
）
泊
へ
変
更

▽
十
三
日　

昼
休
は
大
蔵
谷
（
明
石
市
大
蔵
谷
）、
兵
庫
（
兵
庫
県
神
戸
市
兵

庫
区
）
泊

▽
十
四
日　

昼
休
は
住
吉
町
（
神
戸
市
東
灘
区
住
吉
町
）、
西
宮
（
兵
庫
県
西

宮
市
）
泊

▽
十
五
日　

大
坂
洪
水
を
知
ら
せ
る
飛
脚
到
着
。
こ
の
日
は
西
宮
に
滞
留

▽
十
六
日　

昼
休
は
神
崎
（
大
阪
府
尼
崎
市
神
崎
町
）、
大
坂
御
屋
敷
（
大
阪

市
北
区
中
之
島
）
泊

▽
十
七
日　

淀
川
筋
洪
水
に
つ
き
、
大
坂
滞
留

▽
十
八
日　

大
坂
滞
留

▽
十
九
日　

大
坂
御
屋
敷
内
の
御
船
入
よ
り
乗
船
。
淀
川
筋
を
上
っ
て
薄
暮
こ

ろ
江
口
（
大
阪
府
東
淀
川
区
江
口
）
に
て
食
事
。
そ
の
後
、
さ
ら

に
川
を
上
り
枚
方
（
大
阪
府
枚
方
市
）
泊

　
　
　

御
供
の
小
林
半
太
夫
、
訓
三
郎
の
代
参
と
し
て
伊
勢
へ
派
遣

▽
廿
日　
　

九
ツ
過
（
午
後
十
二
時
過
ぎ
）
に
伏
見
御
茶
屋
（
京
都
府
京
都
市

伏
見
区
）
着

伏
見
屋
敷
御
出
入
り
の
町
人
な
ど
、
御
門
外
御
通
行
筋
に
て
御
目
見
が

行
わ
れ
る
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▽
廿
一
日　

昼
休
は
大
津
（
滋
賀
県
大
津
市
）、三
井
寺
奥
の
院
を
訪
問
。
草
津

（
滋
賀
県
草
津
市
）
泊

▽
廿
二
日　

昼
休
は
石
部
（
滋
賀
県
湖
南
市
石
部
）、
土
山
（
滋
賀
県
甲
賀
市

土
山
）
泊

▽
廿
三
日　

昼
休
は
関
（
三
重
県
亀
山
市
関
）、
石
薬
師
（
三
重
県
鈴
鹿
市
石

薬
師
）
泊

▽
廿
四
日　

昼
休
は
四
日
市
（
三
重
県
四
日
市
市
）、
桑
名
（
三
重
県
桑
名

市
）
泊

▽
廿
五
日　

桑
名
よ
り
乗
船
。
八
ツ
時
（
午
後
２
時
頃
）
宮
ⅷ
（
愛
知
県
名
古

屋
市
熱
田
区
）
泊

　
　
　

訓
三
郎
、
熱
田
宮
へ
参
詣

▽
廿
六
日　

昼
休
は
池
鯉
鮒
（
愛
知
県
知
立
市
）、
岡
崎
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

泊

▽
廿
七
日　

昼
休
は
赤
坂
（
愛
知
県
豊
川
市
赤
坂
町
）、
吉
田
（
愛
知
県
豊
橋

市
）
泊

　
　
　

伊
勢
代
参
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
小
林
半
太
夫
、
合
流

▽
廿
八
日　

昼
休
は
白
須
賀
（
静
岡
県
浜
名
郡
白
須
賀
町
）、
荒
井
（
新
居
）

の
関
所
を
越
え
、
乗
船
。
舞
坂
（
静
岡
県
浜
松
市
西
区
舞
阪
町
）

泊

▽
廿
九
日　

昼
休
は
浜
松
（
浜
松
市
中
区
）、
袋
井
（
静
岡
県
袋
井
市
）
泊

　
　
　

九
月

▽
朔
日　
　

昼
休
は
日
坂
（
静
岡
県
掛
川
市
日
坂
）、
大
井
川
を
越
え
て
藤
枝

（
静
岡
県
藤
枝
市
）
泊

▽
二
日　
　

昼
休
は
鞠
子
（
静
岡
県
静
岡
市
丸
子
）、
由
井
（
静
岡
市
清
水
区

由
比
）
泊

▽
三
日　
　

昼
休
は
吉
原
（
静
岡
県
富
士
市
吉
原
）、
三
島
（
静
岡
県
三
島

市
）
泊

▽
四
日　
　

昼
休
は
箱
根
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
）、
箱
根
関
所
を
通

行
し
、
小
田
原
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）
泊

▽
五
日　
　

昼
休
は
大
磯
（
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
）、
藤
沢
（
神
奈
川
県
藤

沢
市
）
泊

▽
六
日　
　

昼
休
は
保
土
ヶ
谷
（
神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
）、
川
崎

（
神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
）
泊

　
　
　
　

同
日
夜
、
太
守
様
（
細
川
斉
護
）
か
ら
ご
酒
肴
頂
戴
。

　

翌
九
月
七
日
、
例
刻
（
朝
六
ツ
時
）
に
川
崎
を
出
立
し
た
一
行
は
、
六
郷
川

（
多
摩
川
下
流
）
を
越
え
て
南
大
森
、
南
品
川
へ
と
至
っ
た
。
南
品
川
で
訓
三

郎
は
馬
か
ら
駕
籠
へ
乗
り
換
え
、
惣
御
供
の
行
列
を
整
え
た
う
え
で
江
戸
府
中

へ
と
入
る
。
そ
し
て
つ
い
に
四
ツ
半
時
過
ぎ
（
午
前
十
一
時
こ
ろ
）、訓
三
郎
一

行
は
細
川
家
白
金
御
屋
敷
へ
到
着
し
た
。

　

訓
三
郎
は
「
御
屋
形
様
御
玄
関
」
よ
り
屋
敷
へ
と
入
り
、「
御
屋
形
様
」
ⅸ
と

鳳
台
院
（
亡
兄
・
慶
前
の
室
）
と
の
対
顔
を
果
た
す
。
鳩
太
郎
ら
御
供
の
面
々

に
も
こ
の
白
金
屋
敷
で
酒
肴
と
吸
い
物
が
振
舞
わ
れ
、
旅
の
疲
れ
を
慰
労
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
九
ツ
時
（
正
午
）
過
ぎ
に
は
同
所
を
出
立
し
、
八
ツ
時
（
午

後
二
時
）
こ
ろ
に
龍
之
口
の
屋
敷
へ
と
入
り
、「
太
守
様
」（
藩
主
・
細
川
斉
護
）

は
じ
め
上
役
衆
へ
と
対
顔
し
た
。
御
供
一
行
に
は
こ
こ
で
も
ま
た
慰
労
の
膳
が
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供
さ
れ
た
。
二
ヶ
月
近
く
に
及
ん
だ
訓
三
郎
一
行
の
参
府
が
こ
こ
に
完
了
し
た

の
で
あ
る
。

　

無
事
に
参
府
の
役
を
果
た
し
た
鳩
太
郎
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
神
山
喜
一
郎
、

小
林
半
太
夫
、
吉
田
鳩
太
郎
に
は
そ
の
ま
ま
「
訓
三
郎
様
御
側
勤
当
分
」
を
命

じ
る
旨
が
、
中
老
沢
村
宇
右
衛
門
よ
り
御
裏
方
御
用
人
を
通
じ
て
言
い
渡
さ
れ

た
。

　

こ
の
後
、
鳩
太
郎
は
翌
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
訓
三
郎
（
慶
順
）
近
習

本
役
へ
と
進
み
、
江
戸
で
訓
三
郎
の
元
服
を
見
届
け
る
。
さ
ら
に
、
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
に
は
「
御
近
習
一
統
」（
御
中
小
姓
御
小
姓
役
之
次
座
）
を
勤
め

る
に
至
り
、
年
若
い
慶
順
を
支
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
嘉
永
四
年
に

記
し
た
日
記
の
紹
介
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

旅程図（九州）※△印括弧書は休憩場所。以下同

158



 48 （48）

旅程図（中国地方②）

旅程図（中国地方①）
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旅程図（東海地方）

旅程図（近畿地方）
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ｉ　

大
浪
和
弥
「
熊
本
博
物
館
所
蔵
の
吉
田
家
文
書
」（『
熊
本
博
物
館
館
報
２
２　

二
〇
〇
九
年
度
報
告
』
所
収
、
二
〇
一
〇
年
）

木
山
貴
満
「
吉
田
家
文
書
上
京
公
私
諸
控
」（『
熊
本
博
物
館
館
報
２
６　

二
〇
一
三

年
度
報
告
』
所
収
、
二
〇
一
四
年
）

木
山
貴
満
「
吉
田
如
雪
の
明
治
一
〇
年
日
記
に
つ
い
て
」（『
熊
本
博
物
館
館
報
２
７

　

二
〇
一
四
年
度
報
告
』
所
収
、
二
〇
一
五
年
）

ⅱ　

細
川
藩
政
史
研
究
会
『
熊
本
藩
年
表
稿
』（
一
九
七
四
年
）、
三
一
九
頁
及
び
三
七
一

頁
参
照
。
諡
号
・
泰
樹
院
。

ⅲ　

鳩
太
郎
は
裏
表
紙
へ
の
書
き
込
み
で
、「
引
返
御
供
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
訓
三

郎
の
前
年
の
帰
国
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

ⅳ　

御
供
に
は
そ
の
ほ
か
に
堤
久
左
衛
門
（
七
月
廿
一
日
条
）、
江
口
（
八
月
廿
二
日
・
同

廿
四
日
・
同
廿
七
日
・
九
月
七
日
条
）、
今
井
（
九
月
七
日
条
）
の
名
が
見
え
る
。
江
口

は
八
月
廿
一
日
条
に
よ
る
と
「
御
宿
御
番
」
役
を
勤
め
て
い
た
。
堤
・
今
井
に
つ
い
て

は
現
在
詳
細
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
限
定
的
な
参
加
と
み
ら
れ
る
た
め
、

鳩
太
郎
ら
と
同
様
の
御
供
定
役
と
し
て
随
行
し
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ⅴ　

休
憩
所
の
堀
内
（
赤
木
）
家
住
宅
を
指
す
。
現
在
も
「
御
馬
下
の
角
小
屋
」
と
し
て

保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ⅵ　

植
木
町
は
元
禄
以
後
、
宿
筋
御
便
利
の
訳
を
以
っ
て
町
建
て
さ
れ
、
御
茶
屋
も
こ

こ
に
置
か
れ
た
（
熊
本
県
教
育
委
員
会
『
熊
本
県
歴
史
の
道
調
査
―
豊
前
街
道
―
』、

一
九
八
三
年
）。
以
来
、
細
川
氏
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
幕
府
巡
検
使
、
島
津
氏
・
相
良
氏

な
ど
が
同
所
を
利
用
し
て
い
る
。

ⅶ　

十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
国
府
が
置
か
れ
て
い
た
と
の
伝
承
に
ち
な
み
、
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
以
前
は
府
中
と
称
さ
れ
て
い
た
。

ⅷ　

東
海
道
四
十
一
番
目
の
宮
宿
。
熱
田
宿
と
も
。

ⅸ　

こ
の
「
御
屋
形
」
は
熊
本
城
二
の
丸
御
屋
形
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ
、「
御
屋
形
様
」

は
細
川
興
昌
（
刑
部
家
）
と
考
え
ら
れ
る
。

旅程図（関東地方）
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【
資
料
翻
刻
】
吉
田
家
文
書
　
（
嘉
永
元
年
日
記
）

一　

晴
夕
雷
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
木
泊
り

　
　
　

嘉
永
元
年
七
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　

神
山

　
　
　
　

御
馬
下
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林

　
　
　
　
　

惣
御
供　
　

神
山　
　

村
本
（
御
馬
下
よ
り
御
供
立
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

吉
田

一　

今
朝
五
ツ
半
時
之
御
供
揃
ニ
而
御
機
嫌
能
二
丸
被
遊
御
発
途
、
九
時
比
御

馬
下
御
着
、
此
処
ニ
而
御
昼
被
召
上
候
筈
之
処
、
少
間
違
有
之
、
御
小
弁
当

植
木
御
泊
り
へ
持
越
候
ニ
付
小
林
半
太
夫
馬
上
早
打
ニ
而
御
泊
り
迄
被
差

越
、
御
小
弁
当
持
帰
り
其
上
ニ
而
被
召
上
候
事
、
八
時
過
此
処
御
立
、
七
時

過
植
木
御
茶
屋
御
着
被
遊
候
事

一　

御
郡
代
早
川
十
郎
兵
衛
、
於
御
居
間
被
召
出
候
事

一　

二
丸
御
附
不
破
大
作
、
右
同
断

　
　
　
　
　
　

植
木
明　
　

南
関
泊
り　

昼
御
供　

夕
御
供

　
　

晴
同
廿
日　
　

神
山　
　
　

村
本　
　
　

村
本　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

吉
田　
　
　

吉
田　
　

小
林

一　

今
朝
六
時
過
植
木
御
立
、
廣
町
御
小
休
九
時
前
山
鹿
御
茶
屋
御
着

一　

御
郡
代
上
村
専
右
衛
門
被
召
出
候
事

一　

九
半
時
比
山
鹿
御
立
、
岩
村
肥
猪
村
両
所
御
小
休
、
七
半
時
比
南
関
御
茶

屋
御
着

一　

御
郡
代
江
嶋
伝
左
衛
門
、
当
所
御
口
合
御
番
三
宅
九
兵
衛
被
召
出
候
事

一　

村
本
不
快
ニ
而
今
泊
よ
り
引
入
下
宿
ニ
而
致
保
養
候
、
然
処
御
供
共
ハ
欠

成
ニ
而
相
済
候
事

　
　
　
　
　
　

南
関
明　
　

府
中
泊
り　
　

昼
御
供　
　

夕
御
供

　
　

晴
同
廿
一
日　

吉
田　
　
　

神
山　
　
　

神
山　
　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

小
林　
　
　

堤
久
左
衛
門

一　

今
朝
六
時
南
関
御
立
、
原
町
御
小
休
九
時
比
瀬
高
御
昼
比
御
着

一　

村
本
郡
介
、
病
気
寸
斗
快
無
之
、
当
御
昼
よ
り
依
願
御
國
元
江
被
差
返
候

事
一　

九
ツ
半
比
瀬
高
御
立
、
尾
崎
村
宿
ノ
町
一
條
町
三
所
御
小
休
ニ
而
七
ツ
半

時
比
府
中
御
着 

一　

今
晩
藤
木
伝
之
助
御
案
内
役
之
場
御
免
ニ
而
、
御
廣
敷
之
場
一
偏
ニ
被
仰

付
候
事

（「
廿
二
日
」
の
日
付
、
一
行
分
欠
行
ヵ
）

一　

例
刻
府
中
御
立
、
古
閑
茶
屋
御
小
休
、
松
崎
御
昼
休
、
此
処
ニ
而
朽
木
内

匠
方
被
召
出
候
事
（
江
延
よ
り
下
り
）
四
半
時
比
当
処
御
立
、
松
熊
村
山
家

西
山
茶
屋
冷
水
峠
四
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
、
七
ツ
時
過
内
野
御
着

　
　
　
　
　
　
　

内
野
明　
　

木
屋
瀬
泊
り

　
　

晴
同
廿
三
日　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
内
野
御
立
、
天
道
町
御
小
休
、
御
昼
休
飯
塚
、
小
竹
村
直
方
村
両
所

御
小
休
ニ
而
、
御
泊
木
屋
瀬
江
暮
前
御
着
被
遊
候
事

　
　
　
　
　
　
　

木
屋
瀬
明　
　

小
倉
泊
り
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晴
同
廿
四
日　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
木
屋
瀬
御
立
、
石
坂
茶
屋
御
小
休
ニ
而
四
ツ
半
時
比
黒
崎
御
昼
休
御

着
、
九
ツ
半
時
比
同
所
御
立
、
大
蔵
村
御
小
休
、
八
ツ
時
過
小
倉
御
着

　
　

晴
夕
雷
雨　

小
倉
明　
　

下
関
泊
り　

大
里
迄
御
供　
　

御
船
中

　
　
　

同
廿
五
日　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　
　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　
　
　

小
林　
　

藤
木

一　

今
朝
六
半
時
比
小
倉
御
立
、
五
時
過
大
里
御
昼
休
御
着
、
四
ツ
半
時
過
御

乗
船
、
汐
合
等
御
都
合
宜
九
時
過
下
関
御
泊
御
着
岸
、
夕
方
阿
弥
陀
寺
御
登

山
什
物
等
被
遊
御
覧
候
事

　
　

晴
夜
雨　
　

下
関
明　
　

舟
木
泊
り

　
　
　

同
廿
六
日　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
下
関
御
立
、
段
ノ
浦
長
府
鞍
馬
町
三
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
四
ツ
半
時
過

小
月
御
昼
休
御
着
、
九
半
比
同
所
御
立
、
吉
田
石
炭
厚ア
サ
イ
チ
狭
市
三
ヶ
所
御
小
立

ニ
而
七
時
比
舟
木
御
泊
御
着

　
　

雨　
　
　
　

舟
木
明　
　

小
郡
泊　
　

朝　
　
　

夕

　
　
　

同
（
マ
ヽ
）　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
舟
木
御
立
、
木
田
村
御
小
休
、
四
時
比
下
山
中
村
御
昼
へ
御
着
、
九

時
比
同
所
御
立
、
八
半
時
比
小
郡
御
泊
御
着

一　

経
詩
御
復
読
（
今
日
よ
り
御
開
巻
）　

吉
田

一　

霊
感
【
頁
折
れ
の
た
め
判
読
不
可
】

　
　
　

同
廿
八
日　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

小
林　
　

藤
木

一　

今
朝
宮
市
佐
波
川
ニ
支
之
注
進
有
之
、
依
而
当
駅
御
滞
留
被
遊
候

一　

御
読
書　
　

詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

一　

昼
比
佐
波
川
明
候
由
ニ
而
当
駅
御
発
途
、
立
石
台
道
村
佐
野
多
尾
三
ヶ
所

御
小
休
ニ
而
、
暮
前
宮
市
御
着
、
其
上
ニ
而
当
駅
八
幡
宮
御
社
参
、
尤
御
忍

ニ
而
御
出
被
遊
候
事

　
　

雨　
　
　
　

宮
市
明　
　

花
岡
泊

　
　
　

同
廿
九
日　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

今
朝
例
刻
当
駅
御
立
、
濱
野
市
御
小
休
ニ
而
富
海
御
昼
休
、
御
昼
後
戸
田

村
御
小
休
ニ
而
七
時
過
花
岡
御
泊
御
着
被
遊
候

　
　

雷
雨　
　
　

花
岡
明　
　

関
戸
泊

　
　
　

同
晦
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
花
岡
御
立
、
窪
市
峠
市
今
市
中
山
多
尾
高
森
五
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
九

時
比
玖
珂
本
郷
御
昼
休
御
着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
欽
明
寺
柱
野
御
小
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休
、
然
処
御
庄
川
ニ
支
之
注
進
有
之
、
依
而
岩
国
へ
御
通
行
被
遊
度
段
御
使

者
藤
井
七
右
衛
門
を
被
差
越
候
、
此
左
右
相
分
候
迄
柱
野
御
滞
座
、
八
半
時

過
差
支
無
之
様
子
相
分
り
、
直
ニ
同
所
御
立
被
遊
候
、
岩
国
錦
帯
橋
御
通
行

之
節
ハ
薄
暮
、
夫
よ
り
岩
国
川
伝
畑
道
御
通
行
、
険
阻
故
夜
五
時
過
関
戸
御

着
被
遊
候
事

　
　

晴　
　
　
　

関
戸
明　

二
十
日
市
泊　

陸
御
供　

舟
中
御
供

　
　

八
月
朔
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
当
駅
御
立
、
梶
ヶ
多
尾
御
小
休
、
此
処
ニ
而
白
金
御
馬
御
国
へ
被
差

下
候
を
被
遊
御
覧
候
事
、
四
半
時
過
玖
皮
御
昼
休
御
着
、
九
時
過
当
所
よ
り

御
船
ニ
而
宮
嶋
へ
御
参
詣
被
遊
、
八
半
時
比
宮
嶋
御
着
岸
、
所
々
御
巡
覧
其

後
町
中
ニ
御
小
休
御
小
弁
当
【
頁
折
れ
で
判
読
不
可
】

　
　
　

同
二
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
当
駅
御
立
、
琴
野
多
尾
御
小
休
ニ
而
草
津
御
昼
休
、
御
昼
後
廣
嶋
御

城
下
御
通
行
、
岩
鼻
御
小
休
ニ
而
八
半
時
比
海
田
御
泊
御
着
被
遊
候
事

一　

御
読
書　
　

詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

　
　

陰　
　
　
　

海
田
明　

西
條
四
日
市
泊

　
　
　

同
三
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
海
田
御
立
、
中
野
村
御
小
休
ニ
而
四
半
過
御
昼
休
、
貫
田
村
（
或
ハ

一
貫
田
町
、
一
貫
田
）
御
着
、
九
ツ
時
過
同
所
御
立
、
大
山
多
尾
御
野
立
ニ

而
七
ツ
時
比
御
泊
西
条
四
日
市
被
御
着
候
事

一　

御
読
書　

詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

　
　

晴　

西
條
四
日
市
明　
　

奴
田
本
郷
泊

　
　
　

同
四
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
西
条
四
日
市
御
立
、
松
小
山
御
小
休
ニ
而
四
半
時
過
御
昼
休
滔
市
御

着
、
九
時
過
同
所
御
立
、
新
庄
村
小
原
二
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
七
時
前
御
泊
奴

田
本
郷
御
着
被
遊
候
、
其
上
ニ
而
本
郷
川
近
辺
御
遊
行
、
暮
比
御
本
陣
へ
御

帰
宿
被
遊
候
事

　
　

晴　
　
　

奴
田
本
郷
宿　
　

尾
道
泊

　
　
　

同
五
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
奴
田
本
郷
御
立
、
木
ノ
濱
御
小
休
ニ
而
四
ツ
時
過
三
原
御
昼
休
御

着
、
九
ツ
時
前
同
所
御
立
、
糸
崎
八
幡
・
福
地
両
所
御
小
休
ニ
而
七
ツ
時
前

御
泊
尾
道
被
遊
御
着
駅
、
其
上
ニ
而
同
所
浄
土
寺
江
御
登
山
、
什
物
等
被
御

覧
暮
過
御
帰
泊
被
遊
候
事

一　

御
読
書　

詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

　
　

晴
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同
六
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
尾
道
御
立
、
四
半
時
比
今
津
御
昼
休
御
着
、
九
時
過
同
所
御
立
水
ノ

越
中
津
原
御
小
休
ニ
而
八
ツ
半
時
比
神
辺
御
着
駅
被
遊
候
事

一　

御
読
書　

詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

　
　

晴　
　
　
　

神
辺
明　
　

矢
懸
泊

　
　
　

同
七
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
神
辺
御
立
、
高
屋
御
小
休
ニ
而
四
ツ
半
時
比
七
日
市
御
着
、
九
時
過

同
所
御
立
、
小
田
村
御
小
休
ニ
而
八
半
時
比
矢
懸
御
泊
被
遊
御
着
駅
候
事
、

当
宿
本
陣
裏
門
前
川
辺
御
遊
行
ニ
而
無
程
御
帰
泊
被
遊
候
事

　

陰
夜
風
雨　
　

矢
懸
明　
　

板
倉
泊

　
　
　

同
八
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
矢
懸
御
立
、
藤
棚
御
小
休
ニ
而
四
ツ
半
時
比
河
部
御
昼
休
御
着
、
九

時
過
比
同
所
御
立
、
山
ノ
手
村
御
小
休
ニ
而
七
時
比
板
倉
御
宿
入
、
直
ニ
吉

備
津
宮
御
参
詣
ニ
而
宝
物
等
御
覧
、
暮
前
本
陣
御
着
泊
被
遊
候
事

　

強
風
雨　
　
　

板
倉
明　
　

片
山
泊

　
　
　

同
九
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
板
倉
御
立
、
三
門
二
本
松
両
所
御
小
休
、
岡
山
御
城
下
御
通
行
、
九

時
比
御
昼
休
藤
井
御
着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
ニ
而
一ヒ

ト日
市
・
賀
々
戸
村

二
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
七
時
比
片
上
御
泊
御
着
被
遊
候
事

一　

今
朝
よ
り
強
風
雨
ニ
而
御
途
中
御
供
辛
労
い
た
し
旨
ニ
而
御
着
泊
之
上
、

惣
頂
戴
■
■
（
虫
損
）
酒
御
吸
物
御
肴
御
側
之
面
々
江
者
甘
酒
等
も
頂
戴

被
仰
付
候
事

　
　

晴

　
　
　

同
十
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
片
上
御
立
、
当
町
逃
レ
ハ
八
幡
宮
御
参
詣
、
夫
よ
り
入
中
村
御
小
休

ニ
而
四
半
時
過
御
昼
休
三
石
御
着
、
九
時
過
同
所
御
立
、
梨
ヶ
原
御
小
休
ニ

而
七
時
比
有
年
被
遊
御
着
駅
候
事

　
　

晴　
　
　
　

有
年
明　
　
　

姫
路
宿

　
　

同
十
一
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
有
年
御
立
、
鶴
■
片
嶋
両
所
御
小
休
ニ
而
九
時
比
鵤
御
着
、
九
半
時

比
同
所
御
立
、
山
田
村
御
小
休
ニ
而
七
半
時
比
姫
路
御
着
被
遊
候
事

　
　

晴
夕
雨　
　

姫
路
明　
　

大
久
保
泊

　
　

同
十
二
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林
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一　

例
刻
姫
路
御
立
、
御
着
、
豆
崎
両
所
御
小
休
ニ
而
九
時
前
御
昼
休
加
古
川

御
着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
西
長
池
御
小
休
、
七
時
比
大
久
保
■
御
着
今

晩
御
泊
者
大
蔵
谷
と
初
発
よ
り
御
休
泊
相
究
居
候
処
差
支
有
之
、
俄
ニ
大
久

保
ニ
御
泊
相
改
候
事

　
　

雨
夕
晴　
　

大
久
保
明　
　

兵
庫
泊

　
　

同
十
三
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

昨
夜
大
久
保
御
泊
り
よ
り
少
々
御
熱
気
被
為
在
御
不
豫
ニ
付
、
今
朝
六
半

時
過
大
久
保
御
立
、
大
蔵
谷
御
昼
休
ニ
而
舞
子
濱
、
三
ノ
谷
、
東
須
磨
三
ヶ

所
御
小
休
ニ
而
、
兵
庫
御
泊
り
へ
七
半
時
被
遊
御
着
候
事
、
今
日
御
泊
も
西

宮
之
御
極
り
ニ
而
候
処
、
前
条
御
不
例
ニ
而
当
駅
ニ
御
泊
り
相
改
候
事
、
尤

御
不
例
今
日
之
処
ハ
大
概
御
清
解

　
　

晴　
　
　
　

兵
庫
明　
　

西
宮
泊
り

　
　

同
十
四
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木

一　

御
不
例
御
清
解

一　

例
刻
兵
庫
御
立
、
イ
ツ
ヤ
村
御
小
休
、
四
ツ
半
時
比
住
吉
町
御
昼
休
御

着
、
九
時
過
同
所
御
立
、
八
半
時
過
西
宮
御
着
被
遊
候
事

一　

今
夕
大
坂
よ
り
御
飛
脚
着
、
同
所
洪
水
ニ
而
水
勢
次
第
ニ
相
増
居
、
御
屋

敷
内
船
ニ
而
往
来
、
御
茶
屋
御
庭
内
水
深
サ
弐
尺
余
有
之
、
惣
而
水
一
丈

余
、
近
年
珍
敷
出
水
ニ
付
明
十
五
日
御
着
坂
之
筈
ニ
候
得
共
、
西
宮
御
滞
留

被
遊
候
様
御
目
附
藤
木
津
志
馬
よ
り
御
供
御
用
人
迄
申
出
ニ
付
、
当
駅
御
逗

留
被
遊
候
事

　
　

雨　
　
　
　

西
宮
明　

同
所
昼
詰
泊　

同
所
夕
番

　
　

同
十
五
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　
　

藤
木

一　

御
滞
留

一　

今
夕
大
坂
減
水
之
御
注
進
有
之
候
付
、
明
朝
当
駅
御
発
途
之
段
被
仰
出
候

事
一　

御
読
書

一　

御
跡
よ
り
別
途
被
差
立
候
御
女
中
并
御
近
習
御
目
附
西
小
八
郎
、
御
医
師

金
子
民
円
、
今
日
当
駅
着
、
御
機
嫌
伺
と
〆
御
本
陣
へ
罷
出
候
付
被
召
出
、

御
酒
御
肴
御
吸
物
等
頂
戴
被
仰
付
候
、
其
内
御
居
間
向
奥
之
御
形
ニ
而
奥
通

し
、
外
御
次
へ
罷
出
居
候
事

　
　

陰
夕
晴　
　

西
宮
明　
　

大
坂
泊

　
　

同
十
六
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
西
宮
御
立
大
物
橋
御
小
休
ニ
而
四
半
時
比
御
昼
休
神
崎
御
着
、
九
時

比
同
所
御
立
、
十
双
村
御
小
休
ニ
而
八
時
比
大
坂
御
屋
敷
江
御
着
被
遊
候
、

夕
方
御
屋
敷
内
御
宮
へ
御
社
参
被
遊
候
事
、
御
平
服

一　

御
目
附
藤
本
津
志
馬
、
田
代
儀
左
衛
門
御
目
見
申
上
被
召
出
候
事
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陰　
　
　
　
　

明　
　
　

昼
泊　
　
　

夕
番

　
　

同
十
七
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

藤
木

一　

今
度
淀
川
筋
洪
水
ニ
而
川
塘
所
々
損
所
有
之
、
御
通
船
難
相
成
ニ
よ
つ
て

御
滞
坂
、
昼
内
御
席
書
共
被
遊
、
且
夕
方
定
府
之
子
弟
剣
術
稽
古
被
遊
御
覧

候
、
小
野
派
一
刀
流
引
廻
佐
久
間
敬
■
等
罷
出
候
事

一　

出
方
則
被
召
出
候
事

　
　

晴　
　
　
　
　

明　
　
　
　

昼
詰
泊　

夕

　
　

同
十
八
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木

一　

御
滞
坂

一　

今
朝
六
半
時
比
之
御
供
揃
、
御
忍
ニ
而
住
吉
天
王
寺
辺
御
遊
行
、
七
ツ
時

前
被
遊
御
帰
座
候
事

一　

小
林
伊
勢
御
代
参
被
仰
付
候
付
、
今
日
よ
り
用
意
と
〆
当
番
御
免
之
事

　
　
　
　
　

吉
田
頼

　
　
　

御
供　
　

神
山　
　

藤
木

　
　

晴　
　
　
　
　

明　
　
　
　

昼　
　
　

淀
船
御
供

　
　

同
十
九
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　
　

吉
田
（
小
林
跡
操
上
り
）

一　

今
日
四
ツ
半
時
御
供
揃
御
屋
敷
内
御
船
入
よ
り
御
上
船
、
淀
川
筋
御
上

り
、
薄
暮
江
口
ニ
而
暫
御
滞
船
御
飯
被
召
上
、
暮
過
よ
り
御
上
り
夜
九
時
比

枚
方
御
着
船
、
爰
ニ
御
繋
舟
被
遊
候
事

一　

小
林
半
太
夫
今
日
よ
り
御
先
ニ
乗
船
■
■
■
■
候
事

　
　

晴　
　
　

淀
船
よ
り
昼
迄

　
　
　

同
廿
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

伏
見
泊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　
　

藤
木

一　

今
暁
七
時
枚
方
御
出
船
、
九
時
過
伏
見
御
茶
屋
江
被
遊
御
着
候
事

一　

京
都
御
留
守
居
白
杉
仙
九
郎
、
伏
見
御
茶
屋
番
牧
田
寿
太
郎
并
京
伏
見
御

出
入
之
諸
町
人
迄
、
御
門
外
御
通
行
筋
ニ
罷
出
御
目
見
申
上
候
事

　
　

陰
夕
晴　
　

伏
見
明　
　

草
津
泊

　
　

同
廿
一
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　
　
　
　
　

藤
井　
　

藤
木

一　

例
刻
伏
見
御
立
、
谷
口
村
、
追
分
両
所
御
小
休
ニ
而
、
九
時
前
大
津
御
昼

休
御
着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
三
井
寺
御
登
山
ニ
而
奥
院
江
茂
被
為
入
、
夫

よ
り
義
仲
寺
へ
御
立
寄
、
左
候
時
瀬
田
、
月
輪
新
田
二
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
七

ツ
時
過
草
津
御
泊
江
被
遊
御
着
候
事

一　

小
林
昨
十
九
日
よ
り
伊
勢
へ
被
差
越
候
付
御
供
立
ハ
御
宿
御
番
江
口
【
以

下
、
一
行
分
頁
折
で
読
め
ず
】

　
　

晴
夕
雨

　
　

同
廿
二
日　
　
　

神
山　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

江
口

一　

例
刻
草
津
御
立
、
桜
木
村
御
小
休
ニ
而
四
半
時
比
石
部
御
昼
休
ニ
御
着
、

九
時
比
同
所
御
立
、
名
伴
村
、
田
川
茶
屋
、
泉
村
、
水
口
、
大
野
村
五
ヶ
所
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御
小
休
ニ
而
七
ツ
半
時
比
土
山
御
泊
ニ
被
遊
御
着
駅
候
事

　
　

晴　
　
　
　

土
山
明　
　

石
薬
師
泊
り

　
　

同
廿
三
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　
　
　
　
　

藤
井　
　

藤
木

一　

例
刻
土
山
御
立
、
猪
鼻
村
坂
ノ
下
二
ヶ
所
御
小
休
、
且
又
於
坂
下
御
小

休
、
御
近
習
御
目
附
春
木
又
太
郎
、
河
井
清
三
郎
、
守
永
又
右
衛
門
、
松
浦

儀
右
衛
門
御
機
嫌
伺
と
〆
出
方
い
た
し
候
付
被
召
出
、
但
右
之
面
々
休
息
之

下
り
也
、
四
ツ
半
時
比
御
昼
休
関
御
着
、
於
当
駅
泰
樹
院
様
御
近
習
御
次
組

脇
野
村
伝
左
衛
門
、
御
附
役
志
方
司
馬
助
両
人
御
機
嫌
伺
と
〆
出
方
、
則
被

召
出
、
九
時
過
同
所
御
立
、
御
小
休
於
東
栄
、
御
用
人
堀
丹
右
衛
門
方
御
機

嫌
伺
出
方
、
右
同
様
被
召
出
候
、
左
候
而
西
、
富
田
、
庄
野
三
ヶ
所
御
小
休

ニ
而
七
時
前
御
泊
石
薬
師
被
遊
御
着
候
事

　
　

晴　
　
　

石
薬
師
明　
　

桑
名
泊
り

　
　

同
廿
四
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

江
口

一　

例
刻
石
薬
師
御
立
、
追
分
一
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
四
半
時
過
四
日
市
御
昼
御

着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
東
冨
田
御
小
休
ニ
而
七
時
前
桑
名
被
遊
御
着
泊

候
事

一　

御
読
書　
　

詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

　
　

晴　
　
　
　

桑
名
明　
　

船
中
御
供　

宮
夕
番　
　
　

宮
泊

　
　

同
廿
五
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

神
山

一　

今
朝
六
半
時
比
桑
名
よ
り
御
乗
船
（
御
召
船
并
松
平
越
中
守
様
よ
り
御
供

船
合
而
二
艘
之
御
馳
走
船
）、
順
風
ニ
而
八
時
前
宮
御
着
岸
、
一
先
御
着
宿

被
遊
御
忍
ニ
而
熱
田
宮
へ
被
遊
御
社
参
候
事

一　

御
読
書
詩
経
御
復
読　
　
　

吉
田

　
　

晴　
　
　
　

宮
明　
　
　

岡
寄
泊　
　
　
　
　
　
　

吉
田

　
　

同
廿
六
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

藤
井

一　

例
刻
宮
御
立
、
鳴
海
、
坂
部
町
二
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
九
時
前
御
昼
休
池
鯉

鮒
御
着
、
九
半
時
前
同
所
御
立
、
大
濱
茶
屋
、
大
橋
茶
屋
両
所
御
小
休
ニ
而

夜
六
半
時
比
岡
崎
御
泊
ニ
被
遊
御
着
候
事

一　

御
小
休
大
濱
茶
屋
三
田
無
忍
宅
ニ
而
御
席
書
被
遊
、
同
人
江
御
筆
被
下
候

事

　
　

陰　
　
　
　

岡
崎
明　
　
　

吉
田
泊

　
　

同
廿
七
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　
　
　
　
　

江
口　
　

藤
木

一　

例
刻
岡
崎
御
立
、
藤
川
、
法
然
寺
両
所
御
小
休
ニ
而
九
時
前
赤
坂
御
昼
休

御
着
、
於
当
駅
高
見
権
右
衛
門
方
御
機
嫌
伺
出
方
、
則
被
召
出
（
御
国
へ
下

り
也
）、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
御
油
、
茶
屋
町
両
所
御
小
休
ニ
而
暮
比
吉

田
御
泊
被
遊
御
着
泊
候
事
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一　

今
夕
小
林
半
太
夫
伊
勢
御
代
参
相
仕
舞
、
於
当
駅
追
付
申
上
候
へ
と
も
及

深
更
候
付
被
召
出
等
者
無
之
候
事

　
　

晴　
　
　
　

吉
田
明　
　

舞
坂
泊

　
　

同
廿
八
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
吉
田
御
立
、
二
川
御
小
休
ニ
而
四
半
時
比
白
須
賀
御
昼
休
御
着
、
九

時
比
同
所
御
立
、
荒
井
御
小
休
、
左
候
而
御
関
所
御
越
、
直
ニ
御
乗
船
ニ
而

八
半
時
比
舞
坂
御
泊
江
被
遊
御
着
候
事

一　

小
林
被
召
出
候
事

一　

御
読
書
詩
経
御
復
読　
　

吉
田

　
　

晴　
　
　
　

舞
坂
明　
　

袋
井
泊

　
　

同
廿
九
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
舞
坂
御
立
、
篠
原
、
天
神
町
、
安
間
村
三
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
浜
松
御

昼
休
御
着
、
九
時
比
同
所
御
立
、
見
附
御
小
休
ニ
而
袋
井
江
被
遊
御
着
泊
候

事

　
　

晴　
　
　
　

袋
井
明　
　

藤
枝
泊

　
　

九
月
朔
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
袋
井
御
立
、
原
川
村
、
掛
川
二
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
九
時
前
日
坂
御
昼

休
御
着
、
九
半
時
前
同
所
御
立
、
菊
川
金
谷
御
小
休
、
左
候
而
無
御
滞
大
井

川
御
越
、
嶋
田
、
三
軒
家
御
小
休
ニ
而
暮
前
藤
枝
御
泊
へ
被
遊
御
着
候
事

　
　

晴　
　
　

藤
枝
明　
　
　

由
井
泊

　
　

同
二
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
藤
枝
御
立
、
岡
部
、
宇
部
谷
峠
二
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
四
半
時
比
鞠
子

御
昼
休
御
着
、
九
時
比
同
所
御
立
、
弥
勒
町
、
小
吉
田
、
江
尻
、
奥
津
、
西

倉
澤
五
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
夜
九
時
比
由
井
被
遊
御
着
泊
候
事

　
　

雨

　
　

同
三
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
由
井
御
立
、
蒲
原
、
岩
渕
両
所
御
小
休
ニ
而
九
時
比
吉
原
御
昼
休
御

着
、
九
半
時
前
同
所
御
立
、
柏
原
、
原
、
沼
津
三
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
夜
五
ツ

時
比
三
島
被
遊
御
着
候
事

　
　

晴　
　
　

三
島
明　
　

小
田
原
泊

　
　

同
四
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
三
嶋
御
立
、
三
ツ
家
、
山
中
、
甲
石
三
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
九
時
前
箱

根
御
昼
休
御
着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
箱
根
御
関
所
御
通
行
、
左
候
而
畑

村
、
湯
本
御
小
休
ニ
而
夜
五
時
比
小
田
原
御
泊
ニ
被
遊
御
着
候
事
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陰　
　
　

小
田
原
明　
　

藤
沢
泊

　
　

同
五
日　
　
　

神
山　
　
　

吉
田　
　

吉
田　
　

神
山

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

藤
木　
　

藤
木　
　

小
林

一　

例
刻
小
田
原
御
立
、
酒
匂
川
村
、
梅
沢
御
小
休
ニ
而
九
時
比
大
磯
御
昼
御

着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
南
湖
茶
屋
御
小
休
ニ
而
暮
比
藤
澤
御
泊
へ
被
遊

御
着
候

一　

御
読
書
詩
経
御
復
読
御
卒
業　
　
　

吉
田

　
　

雨　
　
　

藤
澤
明　
　

小（

マ

ヽ

）

田
原
泊

　
　

同
六
日　
　
　

吉
田　
　
　

神
山　
　

神
山　
　

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木　
　
　

小
林　
　

小
林　
　

藤
木

一　

例
刻
藤
澤
御
立
、
原
宿
、
戸
塚
、
信
濃
村
三
ヶ
所
御
小
休
ニ
而
九
時
前
保

土
ヶ
谷
御
昼
休
江
御
着
、
九
半
時
比
同
所
御
立
、
神
奈
川
、
生
麦
二
ヶ
所
御

小
休
ニ
而
七
ツ
時
比
川
崎
へ
被
遊
御
着
駅
候
事

一　

太
守
様
御
初
上
々
様
、
的
場
範
之
允
、
当
駅
迄
被
差
越
候
付
被
召
出
、
御

酒
御
肴
等
頂
戴
被
仰
付
候
、
且
又
此
節
御
出
府
ニ
付
御
附
役
当
分
被
仰
付
候

清
田
新
兵
衛
、
御
側
勤
当
分
并
御
雇
当
分
被
仰
付
候
、
本
間
治
兵
衛
、
今
井

武
雄
、
阿
部
小
才
次
罷
出
候
付
被
召
出
、
的
場
同
様
頂
戴
被
仰
付
候
、
左
候

而
本
間
今
井
両
人
ハ
直
ニ
明
日
御
供
立
被
仰
付
候
旨
ニ
而
、
当
駅
迄
被
差
越

候
事

　
　

陰　
　
　

川
崎
明　

川
崎
よ
り
南
品
川
迄　

南
品
川
よ
り
惣
御
供

　
　

同
七
日　
　
　

神
山　
　
　

本
間
後
藤
木　
　

本
間
江
口
小
林
今
井

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　
　

吉
田
前
今
井　
　

神
山
藤
井
吉
田
藤
木

一　

例
刻
河
崎
御
立
、
六
郷
川
渡
よ
り
御
馬
上
ニ
而
南
大
森
、
南
品
川
両
所
御

小
休
、
四
半
時
前
南
品
川
御
立
、
御
駕
ニ
而
惣
御
供
四
半
時
過
白
金
御
屋
敷

御
着
、
御
屋
形
様
御
玄
関
よ
り
御
上
り
被
遊
、
御
屋
形
様
、
鳳
台
院
様
被
遊

御
対
顔
候
事

一　

御
供
■
於
白
金
御
屋
敷
、
御
酒
御
肴
御
吸
物
御
支
度
頂
戴
被
仰
付
候
事

一　

九
時
過
白
金
御
屋
敷
御
立
、
八
時
比
龍
ノ
口
御
屋
敷
江
御
着
、
御
玄
関
よ

り
御
上
り
太
守
様
御
初
上
々
様
被
遊
御
対
顔
候
事

一　

御
供
面
々
白
金
御
屋
敷
ニ
而
之
頂
戴
同
様
、
当
御
屋
敷
ニ
而
も
頂
戴
被
仰

付
候
事

一　

神
山
喜
一
郎
、
小
林
半
太
夫
、
吉
田
鳩
太
郎
、
当
年
直
ニ
詰
込
被
仰
付
訓

三
郎
様
御
側
勤
当
分
被
仰
付
旨
、
沢
村
宇
右
衛
門
殿
よ
り
達
ニ
相
成
候
旨
ニ

而
、
御
裏
方
御
用
人
中
よ
り
申
来
候
事

（
裏
表
紙
）

引
返
御
供　

御
道
中
御
目
附
手
足　
　
　
　
　

二
丸
御
廣
敷
御
番

　
　
　
　
　

不
申
節
之
御
目
附
之
場
に
居
候　
　
　

神
山
喜
一
郎

同　

病
気
ニ
付
依
願
瀬
高
之
駅
よ
り
御
国
許
へ　
　
　

同

　
　

被
差
返
候　
　

右
同
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
本
郡
助

引
返
御
供　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

小
林
半
太
夫
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引
返
御
供　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

吉
田
鳩
太
郎

御
出
府
ニ
付
御
廣
敷
御
番
之
場
ニ
而
、
御
案
内
役
之
場
村
本
被
差
返
候
後
御
案

内
役
之
場
御
免
ニ
而
、
御
廣
敷
之
場
一
偏
ニ
被
仰
付
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
祐
筆
御
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
木
伝
之
助

　
　
　
　
　

凡
例

一　

朝
之
御
供
揃
者
御
定
例
六
時
と
被
仰
出
候
付
、
例
刻
と
計
認
置
候
、
尤
御

刻
限
御
速
遅
之
節
ハ
夫
々
相
認
置
申
候
事

一　

御
小
休
者
一
々
ニ
記
え
不
申
候
付
、
達
而
御
道
中
御
行
頭
曽
林
健
左
衛
門

よ
り
認
遣
候
侭
記
置
申
候

一　

日
記
之
儀
御
道
中
筋
御
人
少
御
用
繁
ニ
而
、
控
漏
茂
有
之
候
付
、
此
節
手

控
を
以
調
直
シ
申
候
事
ニ
付
、
自
然
者
齟
齬
漏
脱
茂
難
計
事
ニ
付
、
間
違
之

儀
跡
達
而
相
分
候
分
者
引
改
相
成
候
様
有
之
度
候
事

一　

御
不
寝
者
御
附
役
御
目
附
御
廣
敷
三
役
八
人
ニ
而
、
半
夜
替
ニ
〆
一
人
完

相
勤
候
事
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